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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和1年10月3日(2019.10.3)

【公表番号】特表2018-531145(P2018-531145A)
【公表日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-041
【出願番号】特願2018-516444(P2018-516444)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/14     ２１０　
   Ｂ０１Ｄ   53/14     ２２０　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月20日(2019.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　流体ストリームからの二酸化炭素に対する硫化水素の選択的除去のための吸収剤であっ
て、水溶液を含み、該水溶液は、
　ａ）一般式（Ｉ）の第三級アミン
【化１】

（式中、Ｒ１はＣ２～４ヒドロキシアルキルであり、Ｒ２及びＲ３はそれぞれ独立してＣ

１～３アルキル及びＣ２～４ヒドロキシアルキルから選択される。）；
　ｂ）アミン系ｐＨ促進剤であって、一般式（ＩＩ）の化合物
【化２】

（式中、Ｒ４は水素、ＯＲ７（式中、Ｒ７は水素及びＣ１～４－アルキルから選択される
）、及びＮＲ８Ｒ９（式中、Ｒ８及びＲ９はそれぞれ独立してＣ１～５－アルキル及びＣ

２～５－ヒドロキシアルキルから選択される）から選択され、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独
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立してＣ１～５－アルキル及びＣ２～５－ヒドロキシアルキルから選択される。）；
　並びに一般式（ＩＩＩ）の化合物
【化３】

（式中、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２及びＲ１３はそれぞれ独立してＣ１～５－アルキル、Ｃ

１～５－アミノアルキル、Ｃ２～５－ヒドロキシアルキル及び（ジ－Ｃ１～４アルキルア
ミノ）－Ｃ１～５－アルキルから選択され、ｘは２～４の整数である。）；
から選択される前記アミン系ｐＨ促進剤、
　並びに
　ｃ）１２０℃で測定した前記水溶液のｐＨが７．９～８．８未満となるような量の、６
未満のｐＫＡを有する酸、
を含み、ｂ）のａ）に対するモル比が０．０５～１．０の範囲にあることを特徴とする吸
収剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記流体ストリームを請求項１～６のいずれか一項に記載の吸収剤と接触させる、流体
ストリームから二酸化炭素に対して硫化水素を選択的に除去するための方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、流体ストリームから酸性気体を除去するための、特に硫化水素の選択的除去
のための吸収剤、及び流体ストリームから酸性気体を除去するための、特に二酸化炭素に
対する硫化水素の選択的除去のための方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　２－（２－ｔｅｒｔ－ブチルアミノエトキシ）エタノール等の大きな立体障害のある第
二級アミン及びメチルジエタノールアミン（ＭＤＥＡ）等の大きな立体障害のある第三級
アミンは、ＣＯ２に対するＨ２Ｓへの速度論的な選択性を示す。上記大きな立体障害のあ
るアミンは、ＣＯ２と直接反応せず、代わりにＣＯ２が、ゆっくりした反応でアミン及び
水と反応して、重炭酸塩を生成する。対照的に、Ｈ２Ｓは、アミン水溶液中で直ちに反応
する。従って、このような大きな立体障害のあるアミンは、ＣＯ２及びＨ２Ｓを含む気体
混合物からのＨ２Ｓの選択的除去に特に適している。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　パイプラインガス用の天然ガス処理の場合においてもまた、ＣＯ２に対するＨ２Ｓの選
択的除去が望ましいこともある。天然ガス処理における吸収工程は一般的に、約２０ｂａ
ｒ（絶対圧力）から約１３０ｂａｒまでの高圧において実施される。一般に、例えばテー
ルガス処理又は石炭気化より明瞭に高い酸性ガス分圧が存在し、すなわち、例えばＨ２Ｓ
が少なくとも０．２ｂａｒでＣＯ２が少なくとも１ｂａｒの酸性ガス分圧が存在する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　本発明による方法は、ＣＯ２に対する硫化水素の選択的除去に適している。本文脈で、
「硫化水素への選択性」は、次の商
【数１】

（式中、ｙ（Ｈ２Ｓ）ｆｅｅｄは、最初期の流体中のＨ２Ｓのモル比率（ｍｏｌ／ｍｏｌ
）であり、ｙ（Ｈ２Ｓ）ｔｒｅａｔは、処理済み流体中のモル比率であり、ｙ（ＣＯ２）

ｆｅｅｄは、最初期の流体中のＣＯ２のモル比率であり、ｙ（ＣＯ２）ｔｒｅａｔは、処
理済み流体中のＣＯ２のモル比率である。）の値を意味すると理解されている。硫化水素
への選択性は、１～８であることが好ましい。
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